
否定

レクチャー１

強意の否定表現。

強意の否定表現とは、「決して～ない」「全く～ない」「どうしても～ない」

といった表現のことで、 決して 全く 少しも どうしても 等のフレ

ーズで否定の意味を更に強めるものです。

それぞれのニュアンスの違い 特に「決して～ない」と「全く～ない」 や、

その種類など、きちんと整理しておきましょう。

⑴「決して～ない」のいろいろな表現。

① :「決して～でない」「一度も～ない」

～

夜の一人歩きは決してしてはいけない

日本語でいくら「決して～ない」と表現できたとしても、単にその一時

だけのことを表現するには は普通使わない。その場合には

～ 又はそのイコール表現 を用いる。つまり は「習慣性」

「経験」を含意する。したがって「私は決してそれに満足ではない」と

いう場合、そこに「習慣性」「経験」が含意されているとは言い難いの

で、

とは言わずに

と等と表現するのが一般的である。
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② この は「理由」という意味。

～

そんなことは絶対にしてはいけない

③  は「状況」という意味。

～

いかなる事があっても二度とうそをついてはならない

④

～

決して夜１人で歩いてはいけない

⑵「まったく 少しも ～ない」のいろいろな表現。

① ～

少しも腹がへってない

② ～

私はその結果に全く満足していない

③ ｢少なからず､非常に｣

少しも腹がへってない

④ ～

私はちっとも疲れていない
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⑤ ～

私の妻は料理がまるきりへたです

⑥ ～

～

その結果には全然満足していない

⑦ ～

～

彼は少しも悪いところはなかった

責任がある

⑧ ～

何の疑いもない

《 に関する補足》

⑴訳し方

① 節が「Ｓ、Ｏ、Ｃ」になっている。又は前置詞の後ろで。

⇨ 「～なものは何でも」 名詞用法

好きなことは何でもしていいです

② 節が「Ｓ、Ｏ、Ｃ」にならない場合。

⇨ 「たとえ何が を ～しても」 副詞用法

たとえ何が起きるとしても、私は行きます

たとえ彼が何を言おうとも、私は彼の言うことを信じません

②の｢ ｣は､｢ ｣で置き換え可能｡

また②の｢ ｣の後ろに 動詞 が来る場合､

これを省略できる｡
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天候がどうであろうと、私達は７時に出発する

⑵「 名詞 Ｖ Ｓ Ｖ～」という形もある。

の後ろの「名詞」は の具体的な中身を 同格的に 説

明する働きをしている。省くこともできるが、そうすると の

指しているものが漠然となってしまう。

君の好きなどんな本を読んでもよろしい

どんな仕事であろうと、全力を尽くすべきだ

例えば上の英文でも「 」と言ってしまうと、「それ

がたとえ何であろうと」となってしまい、「それ」がなんなのかはっき

りしなくなる。

⑶ 通例否定･疑問文で､ 等を伴う名詞の後で､それを強調して 「少しの～も」

私は全くの方向音痴です

彼らが生き残る見込みは少しでもあるのか

誰でもその寺へ行く道を教えてくれます

⑶の用法の を知らない受験生が多い。要注意

⑶「 ～」は「少しも～でない」「決して～ない」。

= ～

私は一文なしだ
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また は「 等］ 」の形で、「決してＡではない、Ａど

ころではない」という強い否定を表します。

彼女は教師などでは決してない 教師の資格などない

ということは職業としては彼女は｢教師｣であることを暗に上の英文は示している｡

ちなみに

彼女は教師ではない

は、単に教師であることを否定しているのみ つまり｢教師以外の職業である｣ となります。

⑷「 」は「ＡもＢも両方～でない」。

「 ～」は「両方とも～ない」。

彼も私もそれを好まない

 という場合の は品詞的には「副詞」になる。

どちらの話もおもしろくない

「 名詞」という場合の は品詞的には「形容詞」になる。

どちらの家にも人は住んでいない

単独で用いられる は品詞的には「代名詞」になる。

⑸ を強調する「 人 」

人 は を強調して「どうしても ～できない 」という

意味になります。 例を挙げてみましょう。

どうしてもそれを理解できなかった

どうしても彼の電話番号が思い出せない

⑹強意の 否定の 副詞としての 。

Ｓ 助動詞 Ｖ 原形 ～
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という形で、 が「全く～ ない 」という強意の副詞とし

て使われる場合があります。

何が起こったのかまったく知らなかったのです

《演習》次の２つの文を比較せよ。

⑴

⑵

【解説】⑴は、「実際、実のところ」という意味で文全体を修飾している。訳

は「私は彼女があまり 実のところ 好きではない。

⑵は、強意の副詞として使われている。訳は「私は彼女が大嫌いだ」。

レクチャー２

「 全くＡではない」と「 Ａがない」の区別の仕方。

は「全くＡではない」、 は「Ａがない」と参考書などに

書いてありますが、それだけ言われても、この２つの違いや使い分け方などは、

日本人である我々には みえてきませんね。

そこで、誰でもカンタンに見極め、使い分けができるようになる判別の仕方を紹

介しましょう。

⑴

は「Ａから遠い」という意味から転じて「Ａからはほど遠い→全く

Ａではない」という否定の意味を表します。 ～ で書き換えられます。

また の後には「名詞 の仲間 」以外に「 の省略された 形容

詞」がこれるのも特徴の１つです。

彼は全く幸せではない

確かに上の英文は と書き換えることができますね。
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また のうしろには が省略された結果として 形容詞の がき

ています。

それから は以下のような表現が、決まり文句的に会話ではよく使わ

れます。

それどころじゃないよ、とんでもない

会話などで、直前の内容を打ち消すのに使われる。

私は彼を尊敬するどころか、嫌いなのです

文 節 頭で用いる。 ～ で「～するどころか」。

⑵

のＡには「嫌なもの、あってほしくないもの」を表す名詞 不安・

心配・苦痛等 が入ります。

彼女の作文には間違いがない

上の英文でも、 の後ろには という、作文 にとって

は「あってほしくないもの」がきていますね。

また「 当然支払うべきもの Ａがない」もおさえておきましょう。

彼女は借金がない

無料で

レクチャー３

「ほとんど～ない」と「滅多に～ない」。

は「ほとんど～ない」、 は「滅多に～ない」と

これまた参考書などには書いてありますが、この両者の違いもなかなか分かりに

くいですね。しっかり整理しましょう。

⑴ と の意味の違い。

①「 」は「ほとんど～ない」で「程度」の少なさを表す。
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×

あなたの言っていることはほとんど分かりません

「理解できる できない 」というのは「程度」の問題であって「頻度 回数 」

の問題ではありませんね。

②「 」は「めったに～ない」で「頻度 回数 」の少なさを表す。

× 私は滅多に彼に会いません

「会う 会わない 」というのは「頻度 回数 」の問題であって「程度」の

問題ではありませんね。日本語では「ほとんど会いません」とも言えます

がここは でなければなりません。

⑵「 」は「滅多に～ない」。

× 私はめったに彼に会いません

つまり は と同じ意味になります。

したがって「頻度 回数 」の少なさを表します。

⑶「 」は名詞を否定し「 名詞」の形

で「 その名詞が ほとんど～ない」。

残り時間がほとんどない

つまり「 名詞」は「 名詞」と同じ意味で、

可算名詞にも不可算名詞にも使えます。

上記を含め、頻度を表す副詞の文中での位置は、 を置く位置と同じと考える

と分かりやすい。
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その他の副詞の位置は一般的に「場所＋様態＋時」の順に並ぶ。

場所 様態 時

レクチャー４

否定語を含まない否定表現。

否定語を含まない否定表現は、文法・読解問題で超頻出です。否定語がついてい

ないだけに、それが否定表現であることを見落としてしまいやすいからです。

しっかり整理しておきましょう。

① ～ 全く～ない

その男は全く紳士なんかではなかった

② ～ 全く～ない

彼女はその結果には全く満足していない

③ ～ ～がない

その計画には全く危険がない

④ 等 原形 ～ 関係詞節～ 決して～ない

彼は決して君を裏切りはしない

そこでトムに会うなんて全く予想外だった

⑤ 原形 ～ ⒈～しない ⒉～できない
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彼女は現われなかった

その理由が僕には分からない

⑥ ～ 範囲・限界が ～を超越している、～よりすぐれている、～の及ばない

～

～の元々の意味は「～を超越している」。そこから「～の力が及ば

ない」「 非難･賞賛等 を超越している」という意味が出てきたのです。

これは Ｓ＋Ｖ～で書き換えることができます。

彼のしたことは私の理解を超越している 越えている

→ 彼のやったことは理解できない

彼女は嘘をつくような次元を超越している

→ 彼女は決して嘘をつくような人ではない

⑦ 原形 ～ ～するほどバカではない

俺は簡単に本当のことを言うほど馬鹿じゃないよ

⑧ 原形 ～ いまだ～していない ｢ まだ～されていない｣

原形 ～ となることも多い｡下の例文もその形で使われている｡

その仕事はほとんど完成したが、まだ２、３しなければならないことがある

彼はまだ真実を知っていない

 には Ｃ 形･名･分 で「 依然として Ｃのままである」という意味

がある。そのＣに 原形 ～ これから～すべき が入ったと考えると良い。
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つまり「これから まだ ～すべきままである ⇒ 現状では まだ～していない」

となるのだ。

原形 ～ これから～すべき

↓

Ｃ

「 依然として Ｃのままである」

原形 ～ は、 原形 ～ という 構文 この場合は「 これ

から ～する予定である」という意味 に、「いまだ」という意味の が割り

込んだものと考えると良い。そこで「いまだこれから～する予定である ⇒ 現

状では まだ～していない」となるのだ。

いまだ

↓

原形 ～

「 これから ～する予定である」

原形 ～ は、「 これから ～しなければならない」という

原形 ～に、これまた「いまだ」という意味の が割り込んだものと考

えると良い。そこで「いまだ これから ～しなければならないものだ ⇒ 現状

では まだ～していない」となるのだ。

いまだ

↓

原形 ～

「 これから ～しなければならない」

⑨修辞疑問

形は疑問文なのに、内容は疑問文ではないという英文があります。これを修辞

疑問と言います。漢文でいうところの 反語表現 のことです。以下の日本文の

例文で分かる通り、確かに形は疑問文ですが内容は否定文ですね。

「やつが負けるなんてことがあるだろうか いやない 」

英語におけるこの種の表現については、例文をたくさん見ることで慣れるのが

一番です。
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この世界がどうなるかなんて誰が知っていようか いや誰も知らない

彼に助けを求めて何の役に立つだろうか いや何の役にも立ちはしない

→ 彼に助けを求めても無駄だ

どうしたらあなたに感謝の気持ちを表せるだろう いやできない

→ お礼の申し上げようもありません

誰がそんな噂を信じるだろうか いや誰も信じない

彼の親切を忘れることができようか いやできない

それは重要だろうか いや重要ではない → そんなことかまうもんか

ただし、その英文が普通の疑問文なのか、修辞疑問なのかを文脈・状況・イント

ネーション等で判断しないといけない場合もありますから、注意は必要です しか

しこれは日本語でも同じですね 。

レクチャー５

部分否定。

部分否定とは「～というわけではない」と訳すもののことですが、どういう場合に

これが起きるかということがわかっていれば、部分否定の表現をすべて暗記する必

要はありません。では、それはどういう場合かというと、「例外がない 例外を認め

ない ような形容詞・副詞 ｢すべて｣｢完全に｣｢いつも｣｢必ず｣等 に がついたとき」に起きる
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（つまりその場合に「～というわけではない」という意味がつけ加わる）のです。

⑴ 「全て～というわけではない」

⑵ 「 〃 」

⑶ 「両方～というわけではない」 ちなみに｢両方 とも ～ない｣は

⑷ 「いつも～というわけではない」

⑸ 「必ずしも～というわけではない」

⑹ 「まったく～というわけではない」

⑺ 「 〃 」

⑻ 「 〃 」

⑼ 「 〃 」

その他 ｢完全に｣ ｢正確に｣ ｢それぞれの｣

｢全体の｣ ｢完全に｣ ｢たいてい｣

全てのヘビをこわがる必要はない。全てのヘビが毒があるというわけではない

私は彼の両親とも知っているわけではないが、実際、父親の方は知っている

レクチャー６

二重否定。

数学で「マイナス×マイナス＝プラス」になるように、英語でも二重の否定は、

強い 肯定にります。以下は二重否定を用いた決まり文句です。

① 原形 ～ … ～すれば必ず…する

彼らは会えばいつも喧嘩する

② 原形 ～ 必ず～する 習慣的行為

原形 ～ 必ずと言っていいほど～する
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彼は必ず朝食前に散歩する

③ 原形 ～ 必ず～する 一回限りの行為

必ずこの手紙をポストに入れてくれ

レクチャー７

その他の注意すべき否定の慣用表現。

⑴ ～ … ～して であって …しすぎる でありすぎる ことはない

このイディオムは、解釈問題などで意味を理解するのに苦労しますね。そこで

これを解決する裏技は、この表現は「命令文」あるいは「 原形 ～」で

書き換えられる、と覚えておくといいでしょう。

友だちを選ぶのに注意してしすぎることはない

→ 友だちを選ぶのには注意すべきだ

～

我々が日常話す言葉についていくら多く知っていても知りすぎることはな

い

→ いくら知識があってもいい／知識はたくさん持つべきだ

⑵ ～ … …して になって はじめて～
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昨日の夜までその知らせを知らなかった

→ 昨日の夜になってはじめてその知らせを知った

否定文の後に Ａ 語・句・節 が続く場合、直訳は「Ａ する まで～しない」

ですが、「Ａして になって 初めて～する」と訳すと、上例のようにこなれた良い

和訳になります。

更に上記の英文は、「 … Ｓ＋Ｖ～」で書き換えることが

できます。これは …を強調した強調構文です。

→

そして更に「 」と「 」を省略して、 …が文頭に出た書き換え

も可能です。ただしその場合、主節の部分は「疑問文と同じ語順」になるのがル

ールです。

→

疑問文の語順

⑶「まもなく～するだろう した 」

① Ｓ Ｖ～ 「まもなく～するだろう」

すぐに彼は英語を話せるようになるだろう

② Ｓ Ｖ～ 「まもなく～する」

まもなく私はその計略に気付いた

この表現は､上例のように で書き換えられる｡
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倒置

倒置 とは、主語と動詞が、その通常の語順である「Ｓ Ｖ」から、

①文法上の理由

②ある語句を強調するため

といったことが原因となって「Ｖ Ｓ」の語順になることを指して言います。

様々な倒置のパターンをでは、一つ一つ見ていくことにしましょう。

レクチャー１

（準）否定の副詞の倒置。

動詞を修飾する 「 準 否定の副詞 句・節 が文頭に飛び出すと、その後の主節

部分は「疑問文と同じ語順」になる」というルールがあります。

(準)否定の副詞(句・節) ＋ 疑問文と同じ語順

［主節］

※｢主節｣とは接続詞等のついていない裸の｢ ｣のこと｡

「 準 否定の副詞 句・節 」とは以下のようなものです。

①否定の副詞（句）… ｢決して～ない｣

｢決して～ない｣

｢決して～ない｣

｢決して～ない｣

②準否定の副詞（句）… ｢ほとんど～ない｣ ｢ほとんど～ない｣ ｢めったに～ない｣

｢ほとんど～ない｣ ｢ほとんど～ない｣

｢めったに～ない｣ ｢～して初めて ～のみ しか ｣

｢～して初めて｣ ｢ほとんど～ない｣

－１６－

否定・倒置・語順・強調



このルールを逆に利用して、「 準 否定の副詞 句・節 」が文頭に飛び出した英文

に出くわした場合、「疑問文と同じ語順になっている箇所」がその英文の主節だと

判断できることも、読解問題などでは大切です。

①「 否定の副詞 疑問文の語順 主節 」パターン。

彼女がコンテストで優勝するとは夢にも思わなかった

彼女が家を出たとたん雨が降り出した

②「 否定の副詞句 疑問文の語順 主節 」パターン。

いかなる事情があろうとも私は決して君がそこへ行くことを許さない

世界中で英国ほど紅茶を飲む所はない

③「 否定の副詞節 疑問文の語順 主節 」パターン。

健康を失ってはじめてそのありがたさがわかる

 Ａ 語・句・節 で「Ａして になって 初めて」。

特に解釈などで、「 ＡだけではなくてＢもまた」の構文で、

が文頭に出て、Ａに当たる部分が「疑問文の語順」になるというパターン

がよく出題されますから要注意です。

トムは言うべきことを言うだけではなく、やるべきこともまたやる

は「時」「方法」を表す語句とセットで「～して初めて ようやく 」と言う

意味になり、これも文頭で「 句」「 節」の形でよく使われ、その後の主

節は「疑問文と同じ語順になります。

あとになって初めて、それをやった理由を彼は説明した

その方法によってはじめて、彼らは目的地に到着することができた

－１７－
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ただ 点でしかあなたとは意見が一致しない

雨が降る場合しか涼しく感じない

レクチャー２

「Ｓもまた…しない」「Ｓもまた…する」の表現。

⑴基本ルール。

肯定文の後ろで「 Ｖ Ｓ」と言う形で「Ｓもまた～だ」、否定文の後ろで

「 Ｖ Ｓ」という形で「Ｓもまた～ない」という意味を表します。

①Ｓ１＋Ｖ～ ⇒ So＋Ｖ＋Ｓ２

「Ｓ１は～だ」[肯定文] 「Ｓ２もまた～だ」

②Ｓ１＋not＋Ｖ～ ⇒ Neither[Nor]＋Ｖ＋Ｓ２

｢Ｓ１は～ない｣[否定文] 「Ｓ２もまた～でない」

注意してほしいのは、SoやNeither[Nor]の後の動詞は前の文の動詞の種類に合

わせるという点です。

前の文の動詞 SoやNeither[Nor]の後の動詞

一般動詞 →

動詞 → 動詞

完了形 →

助動詞 → 前の文と同じ助動詞

－１８－
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例文で確認してみましょう。

僕は買物には行かない。メアリーも行かないだろう

上の英文では、直前の文に が使われているので、 の後ろは

同じ になっています。

昨日ナンシーは陽気に踊っていたし彼女の妹も陽気に踊っていた

上の英文では、直前の文に一般動詞の過去時制が使われているので、 の後

は、 それを指す代動詞の になっています。

ジャックはとても歌がうまいし、彼の妹もうまい

上の英文では、直前の文に一般動詞の現在時制が使われているので、 の後

は、 それを指す代動詞の になっています。

ただし、一人の人間の会話の中では動詞の種類が異なることはある。

私はこれまで一度も両親の援助を求めたことはないし、今もそうだ

上の英文では、前半が現在完了形なのに対し、後半の の後ろの動詞は

となっている。

なお、「私もまた～だ」に関しては「 」、「私もまた～ない」に関し

ては「 」も、使われます。

それから、 や の後ろが完全な疑問文の形になることもあります。

彼は金を全然持っていなかったし，また金を借りられる人も知らなかった

－１９－
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⑵引っかけ問題。

以下のような引っかけ問題に注意が必要です。

① ② ③ ④

この問題の正解は②になります。実は「 Ｖ Ｓ」とよく似た表現に「 Ｓ Ｖ」

というのがあるのです。これは前述の内容を受けて「 Ｓは その通りです」「お

っしゃるとおりです」という、「同意・確認」を表す表現です。「 Ｖ Ｓ」と

の見極め方は以下の通りです。

①「 Ｖ Ｓ」は、直前の文 節 の「主語」と、「 Ｖ Ｓ」の「Ｓ」は同一

人 物にならない

彼は教師です

私もまた教師です  ≠

確かに上の英文のＡの主語 と、Ｂの主語 は別人物ですね。

②「 Ｓ Ｖ」は、直前の文 節 の「 意味上の 主語」と「 Ｓ Ｖ」の「Ｓ」

は 人 物となる

君は困っているんじゃないかい

その通りです  ＝

確かに上の英文のＡの 動詞の主語 とＢの主語 は同一人物ですね。

直前の文中に置ける、 「 Ｓ Ｖ」の「Ｖ」と 同種の「Ｖ」の主語との

関係を見る。したがって上の例文でも「 Ｓ Ｖ」の「Ｖ」が 動詞

だったので、直前の文中のそれと同種の「Ｖ」である の主語 に着

目するのだ 。

ただ「Ａ＝Ｂとみなす 言う 」型の英文では「Ａ ＝ Ｓ Ｖの Ｓ」

となることがある。以下の例文の は、

で「ＡをＢ Ａ＝Ｂ とみなす」型の動詞。

－２０－
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ボクたちみんな君のことをジャズオタクだと思っています

 ＝

その通りです

レクチャー３

その他の倒置の公式。

⑴一般の副詞 句 を強調するパターンの倒置。

「運動の方向 等 」や「場所」 場合によっては「時」

などを表す副詞 文法用語で が文頭に置かれると倒置が起こります。そんな「Ｓ＋

Ｖ＋Ｍ」の倒置の公式は以下の通りです。

① Ｍ＋＋

② Ｍ＋＋ （主語が代名詞の場合）

例文をいくつか挙げてみましょう。

雨が降ってきた

Ｍ  

彼から返事が返ってきた

Ｍ  

ふもと

Ｍ  

丘のふもとにわが校は建っている

それが落ちてきた 主語が代名詞の場合は｢ ｣の語順になる｡

Ｍ  

⑵「Ｓ＋Ｖ＋Ｃ」のＣ 補語 を強調するパターンの倒置。

「Ｓ＋Ｖ＋Ｃ」の「Ｃ」が文頭に飛び出した場合の倒置の公式は以下の通りです。

－２１－
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① Ｃ＋＋

② Ｃ＋＋ （主語が代名詞の場合）

例文いくつか挙げてみましょう。

花を愛する人は幸いである

Ｃ  

君が正しい 主語が代名詞の場合は｢ ｣の語順になる｡

Ｃ  

「Ｓ Ｖ Ｃ」構文の倒置で、下線部和訳等で最も出題されるのが以下の２つの

構文です。

① ＋＋ ～ Ｓ＋Ｖ… とても～なので…する

② ＋ 動詞＋ Ｓ＋Ｖ… Ｓは大変なものなので…する

この２つの構文については「 ～」「 」が文頭に飛び出すと、主節は疑問

文と同じ語順になります。以下にその例を挙げてみましょう。

上の英文は元々、 ～ という語順

でしたが、 が倒置されて文頭に出た結果このような語順になったの

です。訳は「彼の信念はとても強かったので彼は決心を決して変えなかった」。

上の英文は元々、 という語順でした

が、 が倒置されて文頭に出た結果このような語順になったのです。訳は、

「彼の怒りは大 変なものだったので、彼は病気になってしまった」。

⑶Ｏ 目的語 を強調するパターン。

Ｏ 目的語 をとる文型は「Ｓ Ｖ Ｏ」「Ｓ Ｖ 」「Ｓ Ｖ Ｏ Ｃ」の３つ

がありますが、それぞれのＯが文頭に出た場合、以下のような語順になります。

①「＋＋Ｏ」のＯが文頭に飛び出すと全体は「Ｏ＋＋ 」の語順になる

－２２－
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②「＋＋ 」の が文頭に飛び出すと全体は「 ＋＋＋ 」の語順

になる

③「＋＋Ｏ＋Ｃ」のＯが文頭に飛び出すと全体は「Ｏ＋＋＋Ｃ」の語順

になる ｢ ｣のパﾀｰﾝはないわけではないが数は少ない

要するにＯ 目的語 が文頭に出ても、倒置 Ｓ Ｖ→Ｖ Ｓ は起こりません。

これもいくつか例を挙げてみましょう。

Ｏ  

今回の北海道旅行を私は決して忘れないだろう

上の英文は、元々 という語順

だったものが、目的語部分が文頭に飛び出して上のような「Ｏ Ｓ Ｖ」の語順

になっています。

 

彼がくるかどうかをあなたにお伝えできません

上の英文は元々、 に を言う・伝える を下敷きにした以下のよ

うなＳＶ だったのですが、 の 節が文頭に移動してこのような語

順になったわけです。

→

 

臆病者

Ｏ   Ｃ

もし彼女のために何もしないのなら私はジャックを臆病者とみなします

上の英文の下敷きになっている構文は ＯをＣとみなす ですが、

そのＯにあたる が文頭に移動し、このような語順になってしまっていま

す。元々は以下のような語順でした。

→

  Ｏ Ｃ

－２３－

否定・倒置・語順・強調



目的語が文頭に飛び出す場合の例外的なルールがひとつあります。それは、目

的語に否定語 又はそれに準じる語句 がつく場合には、後ろ 主節 は疑問文と同じ語順に

なる、というルールです。

私は一言もしゃべらなかった

疑問の語順

上の英文の場合、 は の 目的語なのですが、 という否定語と一

緒に文頭に飛び出したために、主節は疑問文と同じ語順になってしまっていま

すね。

⑷慣用的な「倒置」。

①仮定法の が省略されると、条件節は疑問文と同じ語順になる。

仮定法の 節 条件節 の が省略されると、その条件節は「疑問文と同じ語

順」になります。まずわかりやすいように、 節だけを取り出した例をいくつ

かまずあげてみましょう。

→

→

→

→

今度は、１つの文の形をした例をあげてみましょう。

もし彼にもう一度会うことができればうれしいのですが

上の英文の前半は元々 だったものが、 が省

かれてこのようになりました。

この種の倒置の見きわめのポイントは以下の２つです。

①主節に「助動詞の過去形」「助動詞の過去形 ～」がある。

ただし 節に が入る仮定法 もし万一～なら の場合、主節に、「助

動詞の過去形」がこないこともあるので注意。
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もし万一誰かから電話があったら、伝言をきいておいてください

② クエスチョン・マーク が文末にないのに、疑問文の語順になっている節が

文中にある。

この２つのポイントがあてはまる英文に出くわしたら、 仮定法の の省略を疑

ってみるといいでしょう。

②文のバランスをとるための倒置

⒈「 動詞  」。

「 一般動詞  」。

構文として、みなさんにもおなじみの構文です。文頭を軽くするた

めに を文頭においてバランスをとっています。例を挙げてみましょう。

私たちの学校には外国からの留学生が何人かいます

それから「 一般動詞  」となる場合の （一般動詞）には

等、「存在・往来」を表す動詞がきます。

丘の上に城が建っている

訳す場合には、 は省いてしまい と、

頭の中で「＋」の語順に戻してみるといいでしょう。

⒉比較の や ～ の後の倒置。

比較の や の後ろの「Ｓ Ｖ」の「Ｓ」が長すぎる場合 や比較の対象

同士を明確にしたい場合 に、ＳとＶがひっくり返って「Ｖ Ｓ」となることが

あります。例を挙げてみましょう。

Ｖ Ｓ

兄が愛するよりもっと彼は彼女のことを愛している

上の英文は、 以下は本来 となる
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べきところが、Ｓが長いためにＳとＶがひっくり返ってしまっています。

なお や の後ろではＶは代動詞になることが多いです。上の例文でも、

一般動詞の繰り返しを避ける が使われています。
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語順

レクチャー１

間接疑問文の疑問詞節内の語順。

疑問詞節 又は 節 が文の一要素 Ｓ・Ｏ・Ｃ等 になる、いわゆる

「間接疑問文」においては、疑問詞の後の語順が平叙文 つまり疑問文ではない

普通の文 の語順に戻る点に注意しましょう。たとえば

と、疑問詞から始まる疑問文では、疑問詞の後ろは「疑問文の語順」になるのに

その 節が目的語となった以下の英文では、 の後ろは平叙文の語順にし

なければなりません。

{
×

○

平叙文の語順

レクチャー２

「 等 」と「 」の語順が狙われること

がある。

「 等 」や「 」が疑問詞と共に使われる

場合、「 等 」は疑問詞の後ろに置かれ、「

」は疑問詞の前に置かれます。

そしてどちらもその後ろは「平叙文」の語順になります。

⑴疑問詞＋ 等 ＋平叙文の語順 Ｓ＋Ｖ

僕は次に何をすべきだと 君は 思う
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⑵ ＋疑問詞＋平叙文の語順 Ｓ＋Ｖ

今何時か知っているかい

レクチャー３

副詞の「 」「 」「 」「 」の直後に、冠詞の「 」を置く ことは

できない。

副詞の「 」「 」「 」「 」の直後には、冠詞の を置くことがで

きません。したがって、これらの語の後ろに「 形容詞 名詞」が来る場合、

「形容詞＋ ＋名詞」

の語順になります。例を挙げてみましょう。

彼はとてもいい子なので、みんなから愛されている

上の英文でも、決して とは言えません。

ただし の場合は直後に を置くことが可能です。したがって上例は、

を用いて以下のように書き換えることができます。

また、 には前置詞 ～として もあります。前置詞の の場合は、直後に

を置くことができます。

良き父として ｢前置詞｣の ｡

副詞の とは、「 ～ Ａと同じくらい～」という場合の のことです。

この問題は初めに思ったほど難しくない
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ついでに と の例も挙げておきましょう。

その人は身長がどのくらいの人ですか

その帽子は小さすぎて君にはかぶれない

レクチャー４

その他の語順のルール。

⑴

「 形容詞 副詞・名詞 ＋ ＋Ｓ＋Ｖ」で 「Ｓは～だけれど」 。

信じられないことだったが、私は入学試験に合格した

このように の前に「形容詞 副詞・名詞 」が飛び出した 譲歩を表す 構文

があることを頭に入れておきましょう。この構文は や を用

いて以下のように書き換えることができます。

⑵関係詞とその先行詞は離ればなれになることがある。

先行詞 関係詞節

彼が自分の馬を売らなければならない時がついにやってきた

⑶「Ｓ Ｖ Ｏ Ｃ」が「Ｓ Ｖ Ｃ Ｏ」の語順になることがある。

どういう場合にこれが起きるかというと、Ｏが長すぎる場合です。このよう
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に英語というのは長くなるとすぐに後ろに回されてしまう言語なんです。こ

のルールについては、仮主語構文や仮目的語構文でみなさんもよく知ってい

ますね。

 Ｃ Ｏ

やるべきことをやらずに置くな → やるべきことをやりなさい

上の英文は元々「 ＯをＣのままにしておく」の構文でできており、

本来なら

 Ｏ Ｃ

とすべきところですが、Ｏ が長すぎるためにＯとＣが

入れ替わってしまっています。

⑷「Ｓ Ｖ Ｏ Ｍ 副詞句 」が「Ｓ Ｖ Ｍ 副詞句 Ｏ」の語順になることがある。

これもそれが起きる理由は先程と同じで、Ｏが長すぎる場合です。下の英文を

見てください。

彼は紅茶に砂糖とミルクを少し加えた

は元々「 ＡをＢに加える」という語法があり、本来ならその

語順になるべきところが、目的語にあたるＡ が長

すぎるために後回しにされ、 と入れ替わって「 」の語

順になってしまっています。

Ｂ Ａ

このタイプの倒置の見破り方として、「Ｖ 前 名 」という構造の後に、Ｓ・

Ｏ・Ｃといった特定の役割を持たない「名詞」を発見したら、「Ｓ Ｖ Ｍ Ｏ」

型の倒置ではないかと疑ってかかってみると考えるのも一つの方法といえます。
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⑸「同格節」と、それが修飾する名詞とが離ればなれになることがある。

同格の 節を例にあげてみましょう。

「思考」「認識「発言」「事実」等を表わす名詞の後に、 節が置かれて、

その 節が 直前の 名詞の内容を具体的に説明することがあります。

彼は自分が職務を果たさなかったという事実を否定した

上の英文でも 節は、直前の名詞 を説明して言い換えています。

同格の 節は「～という○○」と訳す。

ところがこの 同格の 節と、それが修飾する名詞が離ればなれになるこ

とがあります。

 名詞  同格節

ジムに会うことは二度とないかもしれないという思いがメアリーの頭

に浮かんだ

｢ 物事 人 が の心に浮かぶ｣が下敷きになっている｡

このような語順変化が起こる理由は、そのままの語順だと読者からみて文構造

がわかりにくくなってしまうからです。

レクチャー５

付加疑問文。

⑴作り方

①肯定文の後には否定の付加疑問 等の短縮形を使う をつける。

× 末尾の名詞 主語 は、人称代名

詞を用いる。

②否定文の後には肯定の付加疑問をつける。
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③ただし命令文の場合は を文末につける。

 意外にも という言い方もある。 の方が

よりも丁寧であり、勧誘の意を含む場合が多い。否定の命令文

には はつけられず、 のみ可能。

テーブルに手を触れないで下さいね

 というと、不満、批判の意味が込められる。

穏やかに話したらどう

④ で始まる文の場合は を文末につける。

今日ボウリングに行きましょう

］ そうしよう いや、よそう

⑵注意点

①文末の付加疑問の部分の主語は必ず人称代名詞にする。

○

×

② 構文の場合は、 を使う。

⑶発音する際の注意点

念を押すときは下降調子、 の答えを期待する疑問の場合は上昇調子の

イントネーションになります。
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強調

レクチャー１

強調の副詞。

⑴ 以外の強調の副詞。

形容詞・副詞を強調する代表選手は ですが、 以外にも以下のもの

があります。

①「とても、大変に」… ， ， ， ，

今日はとても暑い

彼はとても野心的な人物である

その問題はたいへん難しかった

あなたのことをすごく心配しています

②「全く、すっかり」…

彼はぐっすり眠っていた

酔いつぶれて

彼はくたくたに疲れていた

③「全く」…

まったく不可能な 正しい

意味上尺度の両端にくるような形容詞にのみつくことができる｡ ×

④ は「必要、病気、被害」等を意味する文脈で用いられると「ひどく、

非常に」という意味になることがある。

彼女にはどうしてもその金が必要だった
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乗客は重傷を負った

彼らは決勝でこてんぱんに敗れた

 には､もちろん｢悪く､まずく｣｢下手に｣｢間違って｣と言う意味もある｡

彼女は彼のことを悪く言う

彼はテニスがとても下手だ

それから の比較級､最上級はそれぞれ ｡

⑵疑問詞を強調する副詞 句 。

①疑問詞に をつけて「疑問詞 」とすると、その疑問詞の意味を強調で

きる

一体全体誰がそう言ったのだ

この絵を見るたびに君のことを思い出す

②疑問詞の後ろに以下のような語句をつける。その部分は「一体 全体 」等と訳

す

{ }疑問詞 ＋ ＋ 疑問文の語順

一体全体どうしてそんなことをしたの

一体何が起こったのか

一体全体ここで何してるんだ

一体あいつはだれだ

レクチャー２

⒉強調の形容詞。
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⑴ 。

は「 単数名詞」で「単一（ ）」の意味を強調します。

彼はびた一文も持ち合わせていない

⑵ ～できる限りの、この上ない と 想像でき得る限りの 。

は、以下の場合強調語として用いられることがあります。

名詞の前、後ろどちらにも置けますが、名詞の後ろに置く方が強調の意味が強ま

ります。

① ・ が 最上級や序数と共に使われている

この上もない好機

想像し得る最悪の記録

② ・ が 等と共に使われている

精いっぱいの親切で

できる限りのことをする

ありとあらゆる方法

文学的価値がまったくない本

に限らず － － 型の形容詞は、上記のルールが

あてはまる場合、単独で名詞を後ろから修飾することがあります。その場合、

最上級の形容詞のついた名詞につけて の名詞の範囲を限定する働きをします。

入手しうる最新の情報

最初に乗れる飛行機で立ちます

上の英文の場合、 は直前の 、

を修飾しています。もちろん 、

としても間違いではありません。
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⑶形容詞の 。

形容詞の は 「 名詞 」「 名詞 」 として名詞を

強調できます。

形容詞の の訳し方は、基本的には「まさにその～」でいいのですが、細か

なニュアンスの違いもあるので、下の例文でよく確認しておくといいでしょう。

《適応性などを強調して》 「ちょうど」「ぴったり」「まさに」

《同一性を強調して》 「まったく同じ」「ほかならぬ」「…そのもの」

《驚き・事の重大性を示して》「まさに」「ただ～ な だけで」「～で に すら」

《反対を表す語を強調して》 「まったく（反対だ）」

その目的にまさにぴったりの物

私のすぐ目の前で

彼はそういう地位にまさにうってつけの人物だった

たった今ついたばかりだ

彼はほかならぬこの部屋で私に話しかけた

そのことを考えるだけでも胸が痛む

彼の名前を聞いただけで彼女は恐れるようになった

ライオンの唸り声は岩をも震わせた

レクチャー３

強調語としての助動詞 。

一般動詞の前に を置いて、後の動詞の意味を強める用法がありま

す。その場合「 ＋動詞の原形」の形にします。命令文でも使えま

す。和訳では「実際に」「本当に」などと訳します。例を挙げてみましょう。
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本当に彼女に会いたい

十分に気をつけなさい

レクチャー４

強調構文。

⑴強調構文とは。

強調構文とは、 □ ～ の形で、□の部分に自分が強調したい語 句

を入れるというものです。この強調構文をつくる については、品詞は考

えなくて結構です 関係詞だ､接続詞だ…と言い切れないので 。

下記の英文を強調構文にせよという場合、それぞれ以下のようになります。

一週間前私はパーティでジャックを見た

① を強調したければ



② を強調したければ



③ を強調したければ



④ を強調したければ



⑵強調構文か 仮主語構文か その見極め方。

～ … となるという点では、強調構文と仮主語構文は区別がつきに

くいですね。そんな区別のつきにくい両者を、一瞬で見極める方法を紹介しまし

ょう。

① と の間に「形容詞・分詞」や「副詞 句・節 」がある場合。

と の間に「形容詞」や「分詞」があったら、それは仮主語構文だ
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とみて間違いありません。

と の間に「副詞 の仲間 」があったらそれは強調構文だとみて間

違いありません。

⒈ 形容詞・分詞 完全な文  仮主語構文

⒉ 副詞 句・節 完全な文  強調構文

副詞 の仲間 とは、具体的には以下の３つです。

①副詞一語

注 語尾が～ で終わることが多い｡あるいは のような時を表す名詞も副詞として用いられることが多い｡

②前置詞＋名詞

③接続詞＋Ｓ＋Ｖ～

ただし「前置詞＋名詞」が形容詞句になっている場合は例外。仮主語構文

とみなし「前置詞＋名詞」がＣ 補語 になっているとみる。

そのような代表例としては「 抽象名詞」や「 範囲・限界を表す

名詞」など。特に「 抽象名詞」は形容詞化するというルールは頻出。

以下はすべて仮主語構文 節が真主語 。

君が一所懸命勉強することが大事だ

彼がその事故で死んだということが信じられない
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人前でそんなことを言ったのは冗談の域を超えている

② と の間に「名詞 句・節 」がある場合。

と の間に「名詞 の仲間 」があった場合、 の後ろの英文が

「完全な文」なら仮主語構文、「不完全な文」なら強調構文とみていいでしょう

⒈ 名詞 完全な文  仮主語構文

⒉ 名詞 不完全な文  強調構文

③注意すべきポイント。

⒈「不完全な文」とは、Ｓ 主語 ・Ｏ 目的語 ・Ｃ 補語 のどれかが欠けた文

のこと。

⒉ ～ の構文で、 の後ろが「不完全な文」であれば、それは強調

構文と見てほぼ間違いない

もちろん文頭の が直前の単数名詞や直前の内容を指す代名詞､その後の が直前の名詞にかかる関係代名詞という英文も中にはある

ので､先頭の が文中で役割を持っているかどうかを確認する必要はある｡つまりその が｢それ｣と訳せるなら強調構文ではない｡逆に

その が訳がつかない 文中での役割を持っていない のなら強調構文ということになる｡下の英文は強調構文のように見えるが､ は｢そ

れ｣と訳せ､また は単なる関係代名詞で､強調構文ではない｡

関･代

突然雨が降ってきた。それは私たちが心配をしていた問題だった

⒊強調構文だとわかったら、 と をカッコでくくってしまうといい。

すると文の骨組みが浮かび上がってくる。

⒋強調したい語 句 が「人」の場合は、 の代わりに が使われ
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ることもある。

窓を壊したのはトムなんです

ジャックが好きなのはナンシーです

⒌また強調したい語 句 が「物 事 」の場合は、 の代わりに が使

われることもある。

昨日私を噛んだのはその犬です かむ

私が買いたいのはそのパソコンです

⒍強調構文が下線部訳問題になっていた場合、うまく和訳するポイントは、上

記の例文の訳し方のように、強調されている語句を和訳の最後にもってくる

ことである。

ただし、以下のように強調されている語句が「 語 句・節 」の場合は、

「～してはじめて ようやく …した」と、前から普通に訳せばいい。

彼らの助けによってようやく私たちその危機を乗り切ることができた

⒎イディオム的な強調構文として以下の構文は頻出。

～ Ｓ Ｖ… 「～してはじめて…する した 」

健康を失ってみてはじめてその価値が分かる

⒏疑問詞付き疑問文の強調構文。

疑問詞付き疑問文の強調構文の公式は以下の通りです。

疑問詞 平叙文の語順？

要するに、疑問詞の後ろに「 」を置き、その後を「平叙文

の語順」に戻すわけです。たとえば以下のような普通の疑問文の場合、

君が知りたいのは何ですか
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これを強調構文にすると以下のようになります。

平叙文の語順

和訳の際には の部分を でくくってしまうといい

でしょう。
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